
きかんしう ん

五liJII 干ilìÐh ・蒸気後i列車の運転に 1;弘lする技術業務害事を行う。また

指定された者は機関助ーとの職務を行う。

機関:lごは機関二l二見習と して 3 月以 t機関土の職務を練習した

のち級以I JII五li'伝の~'1奇試験に合絡したものから J采mする。

闘員l土は労働基準法による汽缶土(きかんし)の免許を必嬰と

する。(JJIl藤誠次郎)

きかん しう んでんほ う こ く 後関士運転報告 機関士が機

l刻 Jlï の五li'l反仕業に従事したときは，機関士運転報告取扱手続に

軽量隊I:l:見習の制度は，後l刻助士から機関士に進む l つの階て

いとして定められているので，後関助士から正規の養成を経て

11.~決する際には，必ずい ったん儀闘士見習に採用され， これか

ら機以l士へと進むこ とにな っ ている。このような見習の制度に

より，衆務JJ.の弥力性に ~~;rんだ運用が可能となり ， 主E員操配上

大いなる効米をあげている。機関士見習は機関JJjJ士で， 高等学

校卒業者は 2 年 9 月以上 ・ 中学校卒業者は 3 年 9 月以上その職

務に従事した後鉄道教習所の機関全科を修了したものから採用

より巡紙報告に定

められた項目を記

載，後|羽車所属区

長に拠出しなけれ

ばならない。記i段

項目は俊民1 1Ii J診式

評号， 仕業苦手号，

列車寄号， 列車極

別に走行キ ロ， 宣伝

引(けんいん)両数

C l3ï lli ・ 換算) ， 換

算車両キロおよび

使用燃料を線区

別 ・ 鉄道管型局所

管区域別に記載す

る。 措置|湖区におい

てはこの報告を精

査し取りまとめて

乙}~は白区の控に，

11 ' 片は鉄道管理局
長に送付する。局

および機関区にお

いては，この報告

を資料として各極

の成献を調査する，

いわゆる運転統計

の基礎材料となる

ものである。(一条

掌夫)

総|刻土述転報告

きかんしみならい

機関士見習 主と

して俊|刻区におか

れる臓で ， 機関士

見習にな った最初J
の 3 箇月は滋関車

に乗込み，機関士

の指導の下に機関

士の紋務練習に従

事し，見習期間を

終って倍盟関車運転

の突務試験に合絡

したのちは. 機関

助士の職務を行う

ととも tこ ， と くに

命ぜられたときは

機関士の職務を行

うことカ2て。きるも

のである。
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